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て

青

山

秀

夫

通
常
市
場
に
於
け
る
有
利
な
る
地
位
は
濁
占
的
地
位
と
呼
ば
れ
、
か
、
九
る
濁
占
的
地
位
争
}
享
有
す
る
交
換
営
一
事

者
は
澗
占
者
LC-
栴
せ
ら
れ
る
。
濁
占
者
一
か
如
何
な
る
方
策
に
よ
っ
て
潤
占
的
地
位
を
獲
特
し
に
か
は
、
今
五
円
冷
炉

問
題
と
す
る
'
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
多

t
の
場
合
、
燭
占
者
が
そ
の
濁
占
的
地
位
の
故
に
享
受
す
ろ
利
盆
の
内
容
が

t
i
p
-
-
1
リ
1

7
王
、

4
1
i
E
F
l
t
L
t
mず
〉

}

市

I
:
t
i
f
:句

!
4
:
i
h
-
-
t
z
f

J
J
X
f

月
Fペ
ヨ
じ
f

平
年
2
カ
2
4
・
ヵ
，
担
当
C

議
源
保
業
医
豆

1
3
1
7
m
L
t
H仰
F

ピ
手
じ
そ

σ
相
i
y
k
ゼ
ホ
む
と
如
〈
州
制
力
主

す
る
機
舎
を
利
用
し
、
然
も
此
の
政
策
の
賓
現
に
嘗
つ
で
も
亦
、
債
格
又
は
取
引
数
量
と
い
ふ
い
か
如
き
、
経
済
的

数
量
の
数
値
決
定
に
依
る
。
此
の
限
り
に
於
て
濁
占
の
問
題
の
戴
皐
的
取
扱
ひ
の
可
能
と
必
要
と
が
生
れ
る
。

以
下
濁
占
的
地
位
に
立
つ
経
持
主
躍
を
企
業
と
す
忍
。
従
っ
て
此
の
企
業
は
そ
の
潤
占
的
地
位
を
利
用
し
て
、

買
上
高
と
総
生
産
費
と
の
差
額
た
る
利
潤
を
‘
要
す
る
に
濁
占
利
調
を
極
大
な
ら
し
め
る
こ
と
に
努
め
忍
で
あ
ら

う
。
濁
占
企
業
は
此
の
目
的
の
矯
に
は
一
定
の
債
格
政
策
又
は
数
量
政
策
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
詳
言
す
れ
ば
、

債
格
又
は
取
引
数
量
の
大
き
を
趨
嘗
に
限
定
し
て
、
市
場
を
自
己
に
最
も
有
利
な
る
肢
態
に
導
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

競
争
者
に
と
っ
て
は
市
場
の
朕
況
、
乃
至
は
経
持
的
数
量
の
数
値
の
組
合
せ
ば
凡
て
興
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

競
守
者
が
決
定
す
べ
き
は
「
こ
れ
こ
れ
の
債
格
が
輿
へ
ら
れ
た
場
合
、
如
何
な
る
数
量
を
買
ふ
(
又
は
寅
る
)
ぺ
き
か
」

満

占

に

つ

い

て

第
四
十
三
巻

五
六
丸

第
四
競

七



担
問
ト
白
に
つ
い
て

第
四
銭

i¥. 

第
四
十
三
倉

五
七

C

で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
彼
は
阜
な
る
冨

2
m
m
E
Z官
印
認
可
(
又
は
足
立

g
弓
S
8『
)
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
濁
占
者

の
問
題
は
こ
れ
と
異
な
る
。
彼
の
問
題
は
、
「
彼
の
利
益
を
寅
現
す
る
需
に
は
、
市
場
に
如
何
な
る
債
格
ぞ
強
制
す

ぺ
き
か
」
で
あ
る
。
彼
は
適
臆
す
る
の
で
な
く
、
行
動
す
る
の
で
あ
る
。

l
i然
ら
ぱ
、
此
の
濁
占
債
格
又
は
潤
市

数
量
は
知
何
な
る
大
き
に
定
ま
る
か
。
此
の
決
定
機
構
と
し
て
猫
占
者
の
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
今
の
五
口
，
ヶ

の
課
題
で
あ
る
。

ιu
り
¥
円
J

f

げ
FP-
刃
り
r
J
a
}
ドむ
L
J
L
(
l
j
c

、

H

U

/
し

J
P
J
4
q
d
t
」
A
1

、f'
t
'
u
t
j
一
，
一
一
“
、

端
命
現
象
崎
、
腕
ザ
現
象
と
制
比
し
JL
川

い
山
何
な
る
特
徴
を
ふ
引
す
お
か
‘

従
っ
て
潤
占
領
格
の
理
論
は
如
何
な
る
鞘
で
競
守
債
格
の
理
論
と
異
る
か
、
を
究
明
し
て
置
く
の
が
便
利
で
あ
る
o

先
づ
濁
占
現
象
の
特
徴
は
如
何
な
る
黙
に
存
す
る
か
。

メ

V

ト
が
経
樺
現
象
を
競
争
の
型
L
」
摘
占
の
型
と
と
に
二
分
し
、
前
者
を
型
I
と
呼
び
、
後
者
を
型
H
と
名
付

に
こ
を
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
特
徴
づ
げ
は
か
う
で
あ
る
。
「
同
交
換
常
事
者
は
市
場
の
債
格
を
認
容
し
、

敢
て
ぞ
れ
を
盤
改
し
よ
う
と
は
し
な
い
o
寅
際
に
は
此
の
債
格
は
彼
の
供
給
及
び
需
要
に
よ
っ
て
種
改
き
れ
る
が
、

然
し
そ
れ
は
彼
が
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
吾
冷
が
自
由
競
争
と
名
付
け
る
朕
態
を
特
徴
づ

け
る
拘
交
換
嘗
事
者
は
、

一
人
叉
は
他
人
と
共
同
で
、
市
場
の
債
格
を
襲
動
せ
し
め
る
矯
の
術
策
を
行
ム
。
其
際

彼
は
、
彼
の
供
給
及
び
需
要
の
決
定
に
営
っ
て
、
債
格
の
種
動
を
考
慮
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
濁
占
、

エ
ト
等
々
の
服
態
を
特
徴
づ
け
ふ
o
L

ジ
ン
ヂ
ケ

か
く
の
如
〈
、
バ
レ
ト
は
「
極
め
て
異
な
る
二
つ
の
考
慮
の
仕
方
」
に
よ
っ
て
、
|
|
交
換
嘗
事
者
が
債
格
に
劃

Pareto ;， Manl.1c] d'白 onomicpolitique， 2. ed.， 19.Z'，1'， p. 163 et sui¥<. p. 2~)9-2IO 
型Eは蕊には問題とせずともよからう。
Pareto; Cours d'economie politique， tome 1， p. 20. 
M:1nnel， p. 163・
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し
て
受
動
的
態
度
を
と
る
か
、
能
動
的
態
皮
を
と
る
か
に
慮
じ
て
競
雫
と
濁
内
と
'
伊
三
分
し
た
。
議
に
民
意
す
ぺ

此
の
匝
別
が
、
彼
に
於
て
、
個
人
の
取
引
量
x
L
-
市
場
債
格

P
と
の
聞
の
一
曲
歌
関
係
の
相
違
ぞ
意
味
し
て

ゐ
た
こ
と
で
あ
レ
。
却
ち
型
I
に
あ
っ
て
は
、

き
は
、

ぽ
川
。
-
円
日
d
H
2
2

【
日
リ
ハ

四一四

+
4
.
J
4

宇一

F
t
t
τ『一河内
0
5
2
=円
で
あ
る
。

ロ
」
〉

J

H
苧
戸
」
み
J

R

h

与
、

o

-
J
d
4
J・
ヲ
F
v
t
V
4
J
J
W

(

一

)

反
之
刊
七
耳
に
於
で
は

-v
『
只
〈
2
・5
Eの
で
あ
っ
て
、
上
記
の
微
係
数
は
恒
に
零

然
ら
ば
比
の
匝
川
ほ
何
伝
意
味
す
る
か
。
今
交
換
常
事
者
を
供
給
者
と
し
て
の
企
業
E
Z
限
定
す
る
。

此
の
企
業

-ta
コ7
)
4
正
T
T
7
・
与
:
圃

I
3

》
〉
〉
y
f
J

〉

2
1
1
、
I
t
k
E
t
つ
佐
世
却
こ
茸

r
る
そ
し
〆
・
汁

q
r
-
A
F
:
i
y
》
江
O

JL
バJ
法
収

σ
問者
F

ー
か
ィ
rh

トで
L
カ
C
I
A
O
需

E
出制
m
r
f
u
-
-
4
:
3
9
4
、l
ι
2
f
t
l
T
{
-
L
H

型
ー
の
現
象
に
於
て
は
此
の
個
別
需
要
曲
線
は

x
軸
に
平
行
で
あ
ら
う
。

D: 一一
n. 

=~-'= 
第一岡

D a 
l' 

D， 

A
-
p
y
d
勺
，
、

!
と

1
L

〆
v

の
健
件
は
供
給
量
を
増
加
す
る
も
、

需

喜空
格問
にDゐr，
饗 o
イと
を
生
ぜ
さ。

る

と
を
意

何
故
か
な
れ
ば
、

上
記

味
す
る
が
故
で
あ
る
。
此
の
場
合
需
要
曲
線
は
完
全
弾
力
的
で
あ
る
と
云
は
れ

ら
む
反
之
、
型
E
の
現
象
に
於
て
は
需
要
曲
線
の
弾
力
性
は
有
限
確
定
の
議
も

(
第
一
闘
の
で
。
蕊
に

需
要
曲
線
は
右
下
P
で
あ
る
か
ら
、
負
の
)
値
ぞ
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

ピ
エ
官
・
ス
ラ
フ
ア
の
此
の
馳
に
闘
す
る
重
要
な
認
識
を
引
用
す
る
こ
と
を
許

る
さ
れ
度
い
。

「
膏
々
は
俸
統
的
湖
占
概
念
に
よ
っ
て
、
濁
占
者
の
カ
に
作
用
す
る
多
〈
の
事
情
が
、
濁
占
さ
れ
た
財
に
謝
す
る
需
要
の
弾
力
性
に
働
き
か
け
る
こ

凋
占
に
つ
い
て

第
四
十
三
谷

大A

第
四
披

五
七

Conr，.， p 空o. F.c.c.nomie rnathemn.tiq配 Encyclopecliedes science~ mn.them 
t. I. vol. 4. fasc・'hp. 603・ Manuel，pp・S6Z-j63
以下の議論は企業が需要者たる場合時分析としても宛は主る。
(弾力性)=(財数量の相封的鑓動): (1ì'il各の j:~封的事運動)。此の弾力性の辺教が
可姑性日exibiliげである。 本絹は而iI:先制概念をとり入れない。今、(需要の
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濁

占

に

つ

い

て

第
四
十
三
巻

五
七

第
四
競

と
に
よ
っ
て
そ
の
作
用
を
後
揮
す
る
こ
と
を
知
る
。
原
閃
は
何
で
あ
る
に
し
て
も
、
需
要
の
弾
カ
性
こ
そ
は
、
濁
占
者
の
債
格

指
令
の
自
由
白
程
度
を
は
か
る
昨
一
の
決
定
閃
子
で
あ
る
。
彼
の
生
産
物
の
需
要
の
開
力
性
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
彼
の
市

場
支
配
は
愈
々
大
で
あ
る
。

E
し
い
意
味
で
「
甲
純
猟
占
」

E
P
E
E
-ロ悼の

E
O
Eを
ど
ョ
と
呼
ば
れ
る
栂
端
の
場
合
は
、
或
る
企
業

の
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
の
弾
力
性
の
絶
封
値
が
一
に
等
し
い
場
合
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
占
者
が
如
何
に
債

格
を
引
上
げ
よ
う
と
も
、
彼
の
商
品
を
貝
ふ
局
に
支
出
さ
れ
る
車
位
期
間
官
り
の
鯨
額
は
決
し
て
、
部
分
的
に
す
ら
も
、
支
出

の
他
の
枕
路
に
油
入
せ
ず
、
朴
慌
の
師
団
格
政
針
。
が
他
む
供
給
の
問
所
の
毅
舗
に
脅
か
さ
れ
る
と
と
は
全
く
無
い
で
あ
ら
う
U

弾
力

性
の
絶
劉
値
の
棺
加
と
共
に
、
競
争
が
威
力
を
登
揮
し
新
め
、
そ
の
智
大
止
共
に
た
え
ず
影
響
を
強
め
て
行
吾
、
遂
に
個
々
の

企
業
の
立
班
物
の
バ
山
市
首
の
開
力
性
的
無
臥
大
に
、
山
司
令
競
引
山
川
口
円
円
九
日
出
町
山
向
山
内
M
m
M
C
目
的
取
肢
が
針
肱
urp
出
に
別
品
。
中
間
的

判
明
合
に
於
て
中
利
的
な
需
要
闘
力
牲
の
京
説
は
か
』
勺
で
あ
る
コ
剣
山
者

ι、
或
る
枚
目
配
の
的
桁
拍
令
の
白
出
を
布
す
る
が
・
仙
帆

が
債
絡
を
釣
上
げ
る
と
き
は
、
常
に
需
要
者
の
一
部
が
、
そ
の
金
を
他
の
仕
方
で
使
ふ
こ
と
を
好
ん
で
、
逃
げ
て
行
〈
C
」

か
く
の
如
〈
に
し
て
、

此
の
程
漕
現
象
の
二
つ
の
型
の
相
違
が
客
観
的
保
件
の
相
違
を
背
景

と
し
て
生
十
る
こ
と
は
、

「
明
か
に
型
I
は、

バ
レ
ト
が
慨
に

市
場
に
臨
h
u
凡
て
の
個
人
の
取

引
の
型
で
あ
り
得
る
が
、

型
H
は
市
場
の
僚
件
を
襲
改
す
る
こ
と
を
知
hJ
、
且
震
し
得
る
所
の

る8)個
。人

し
カ〉
属
せ
Hユ

ぞ
れ
は
確
か
に
誰
で
も
錯
す
こ
'
と
で
は
な
い
o
」
と
云
へ
る
が
如
〈
で
あ

然
し
乍
ら
、

吾
ι
f

は
此
の
濁
占
的
地
位
の
排
他
的
性
質
と
需
要
の
弾
力
性
と
聞
の
闘
係
を

一
層
詳
細
に
規
定
し
得
る
。

今
多
か
れ
少
か
れ
、

有
限
個
の
企
業
が
共
通
の
市
場
を
前
に
し
て

互
に
敵
劃
的
闘
係
を
保
ち
乍
ら
、

完
全
に
同
質
な
る
商
品
を
生
産
し
販
貢
し
つ
〉
あ
る
と
き
、

そ
の
内
の
一
佃
の
企
業
A
は
自
己
の
供
給
量
を
鍾
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

如
何
な
る
債
格
接

化
を
生
じ
得
る
か
。
此
の
問
題
は
シ
ユ
タ
ツ
ケ

Y
べ
Y
グ
に
よ
り
次
の
如
〈
答
へ
ら
れ
て
ゐ
ふ
o

。
~_ dx. -l-/~ 1""， dp 

弾力性)~ε とすれば 巴← x ・ dp 。故l、む --c' ならば、，~目。 此白易一

合曲線は perfectelasticである。注意。 Mash.a.1l十J於ては、需要の弾力性は
P dx 
x dpで定義された。革互には PigOl1， Moore などにならって上記の定義

を用ひた。 Robins舶などの公式と以下の吾々の公式、例へI'J:(9)との外棚上
の栴l遣はこれに由来する。 M:ushall;Principles，日 ed.，p. 899. Pigou，;. Econo 
mics of welfare， 4. e?， p. 258. Moore ; Synth.etic t:conomics， p. 38. J目 Robin財団唱
Economics of imperfect competition， p. 18. 
P. Sraffa. La'¥vs of returns ullder cornpetitive Co肌 ilions，Ecun. JOllrn. Dec 
1926. pp・545-546. Sr~ffa に於ては、単純濁占の場合"，.=-1 とされてゐる。然
し青々は ε亘-][ならば、如何なる数値でもよい、と Tる立揚Eとる。
Pareto; M.nuel， p. 164 
H. V'on Stackelherg; Marktform und Gleickgewicht) SS. loS.-I1。ー
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問
題
に
訴
し
て
、

此
の
商
品
に
動
ず
る
線
需
要
曲
線
、
〉
並
ぴ
に
そ
り
供
給
量
鑓
化
が
問
題
と
な
れ
る
企
業
A
を
除
〈
他
の
有

限
側
の
企
業
の
線
供
給
曲
線
は
所
奥
と
し
て
前
提
し
得

h
o
今
前
者
を
同
リ
ロ
(
巴
後
者

E

H
、
H
叩
(
勺
)
で
表
は
打
。
従
っ
て

問
題
の
企
業
A
は、

P
な
る
債
格
に
於
て
(
阿
l
v
A
J

だ
け
の
販
路
を
有
す
る
。
今
彼
の
供
給
量
を

x
と
す
れ
ば
、

M
Hロ
(
司

)
l叩
(

司

)

(

凶

)

を
満
足
す
る
知
き
債
権
P
に
於
で
、
需
給
は
均
衡
す
る
で
あ
ら
う
。
か
〈
て
仰
は
彼
の
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
曲
線
を
興
へ
る
。

き
て
今

x
一
軍
位
白
噌
加
に
作
つ
戸
生
ず
る
彼
の
貰
バ
古
向
。
懇
到
を
考
へ
ょ
う
。
珠
め
需
要
曲
線

H
H
H耳
目
品
供
給
附
線
×
、

H
Z
(
℃
)
の
揮
力
性
を
夫
々
ε
k
と
す
引
o

し
か
る
・
と
き
出
、
仰
に
よ
習
、

_. -
K マコ

11 

弓'1201hd

巴|
-， ・3
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M
〈、

1
品、七

何 I~ 

ー
な
る
か
ら
、

cpで
い
、

!
叫
民

HMV4un
・
《
い
=
ー
、
へ
丙

r
h
c
「
ト
↓
川
l

・
』叫

，~I " 
>' 、__J

(

臼

)

何

1
2
1
j
l山
l
Z
は
負
の
一
般
に
は
容
な
ら
ぎ
る
債
を
も
ヮ
。

f
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今
閣
の
最
左
泊
躍
を
、
後
に
明
か
す
る
意
味
に
於
て
、
企
業
A
の

M
R
と
呼
べ
凶
川
、

A
O
M
R
は
、
此
の
商
品
の
練
供
給
量

t

(
A
の
供
給
量

x
を
合
む
)
の
中
A
白
供
給
量
V
A

が
幾
何
を
白
む
る
か
、
に
依
存
す
る
。
邸
ち
、
若
し
そ
の
割
合
が
撤
め
て
小
な

る
と
き
は
、

と
な
る
。
蒋
易
に
知
ら
れ
る
如
〈
、

M ・
町、

角《

】】

:<円=

11 。

(

品

)

}
』
自
冨
完

u
t

以
内

f

川
↓
。

と
な
る
o
時
と
し
て
、
企
業
の
数
が
克
分
に
多
川
こ
と
、
が
完
全
な
る
自
由
競
宰
白
一
つ
の
保
件
止
さ
れ
は
し
た
が
、
勿
論
そ

れ
は
比
の
意
味
に
於
て
の
み
正
し
い
認
識
で
あ
わ
又
若
し
市
場
の
供
給
者
が
A

一
人
。
み
な
ら
山
内

H
M
を
き
に
代
入
し
て

宮
田

H
司
令
+
巾
)
固
め

L

-

M

-

L
月

ヨ

、

(

可

)

(

出

)

濁
占
に
つ

位、

同四

第
四
十
三
巻

五
七
三

第
四
競

此四商品にi到する企

A以外白企業が凡て競争の僚件に従ふ Eすlれは¥此v1限定は容易に浴される。
各企業の供給曲線は限界費用剛毅で輿(ら ~'t， 30 可しでかの 5uperpositionり
方法によって総供給曲線が得られるo Cf. F. Divisia Economique rationelle， 
1928， p. 133 
記験。 p: 債格。 X: 此の商品に劃する需 ~J~の組、室。 X/:
業 A 以外0凡ての企業の線、供給量。

__1乙 dX ，_ p dX' 
定義。 ε=x-dp-。}=玄7・dp。性質。 εく00 >̂o。
記獄。~ -<+X'。放に(2)により、 ~;=xo
MRは限界貰上高 MarginalRevemle J清主れたい。
例へば、J.Robins叩 Imperfectcompetition， p. 88. Cbamherlin ; Monopolistic 
competition， p. R な!:参照。
Monopoly湖占なる語は炭狭ニ義に府ひられる。自よIち庚義に於ては市場に於け
る何らかの排他的なる有利の地位を示7一代、又狭義に於ては一人湖白乃至は車
純瀦i占を表はずに用ひられる。本簡で団側 r~:; を康義に使用し、次節でv:l:狭義に
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狗
上
口
に
づ
い
て

務
四
十
三
を

一

五
七
四

第
四
披

を
制
刊
る
。

ζ

れ
が
、
車
純
絹
占

(
E
E司
-o
ロ
Mog-5-vu
唱

E
p
n
ご
E
E
-
E】}
W

己
王
宮
古

E
E
E
t
c
-
}
)
乃
烹
は
た
い
、
制
点

(
E
s
c
-
5
-こ
と
呼
ば
れ
る
場

ム
円
で
あ
る
こ
と
は
一
耳
鳴
山
迄
も
な
い
。
又
A
を
除
く
他
の
企
業
白
線
供
供
給
曲
線
が
完
全
に
非
弾
力
的
で
あ
る
場
合
に
仏
、

mw
に
於
て

u
u
o
と
置
〈
こ

正
に
よ
り
め
と
類
似
の
結
果
に
達
す
る
。
而
し
て
、
此
の
尺
な
る
比
率
が
O
と
ー
と
の
中
間
の
戎
る
値
を
取
る
と
き
は
、

M
R
は
己
と
λ
と
に
左
有

V
A
 

き
れ
乍
ら
、
同
早
純
濁
占
と
完
全
競
容
と
の
中
間
に
落
ち
る
。
印
ち
、

A
の
供
給
量
で
組
供
給
量
に
於
て
占
め
る
割
合
が
大
な
れ
ば
大
な
る
程
事
態
は
車

純
絹
占
に
近
〈
な
り
、
又
需
要
附
線
の
輝
力
性
が
、
文
A
以
外
の
企
業
の
供
給
の
弾
力
性
が
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
現
象
は
競
宇
に
似
た
様
相
を
呈
す

る
。
此
の
主
張
は
解
除
的
に
も

-
L
E
E
r
-の
で
あ
ら
う
J

以
上
に
於
て
五
日
φ
は
、
競
手
現
象
と
濁
占
現
象
と
の
相
違
を
、
収
引
数
量
と
債
格
と
の
聞
の
圃
駿
闘
係
の
性
質
、

e
何
て
4
f
一
引
の
司
'
レ

v
k
m

u印
凶
巳
=
一
仁

J
U
3
L
r
a
f《

J

J

(

 

五
恥

k
v
p
f
T
L
T
色
面
、
J

上、
K
3
L
L
へ
え
+
抗
日
堅
込
E
J

4
M
m曜
日

H
3
4
0
q
'稲
Z
C
I
7
5
J
J
、
ザ
江
川
J

h

v

コ
ヨ
日
庁
c
h
u討
k
h
J
K
Z
止
・
九
H
h
川
混
d
)
m
n
r
I
L
K
'
L又
ヘ
J

:

o

n

-

-zvfpr吊
H
E
t
d
品
;

i
イ

a
t
-
-、
U
刷

F
1
1
T
I
J司
b
b
i
-
-

記
の
ジ
ユ

タ
ツ
ケ

Y
ベ
Y
グ
の
公
式
問
は
此
の
弾
力
性
を
決
定
す
る
市
場
の
需
給
両
側
の
閥
係
を
示
す
も
の
で
あ

る。
度
義
に
於
げ
る
濁
占
の
理
論
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、

か
〈
の
如
〈
に
し
て
交
換
営
事
者
の
一
人
叉
は
若
干

人
が
、

そ
の
取
引
に
於
て
、
謂
は
Y
能
動
的
態
度
を
取
っ
た
場
合
、
如
何
な
る
経
静
的
数
量
の
数
値
の
組
合
せ
が

現
は
れ
る
か
、
を
示
す
こ
と
に
あ
る
で
あ
ら
う
つ

と
こ
ろ
で
、

此
の
経
掛
的
数
量
の
数
値
の
組
合
せ
、
即
ち
市
場
の
紋
況
は
、
調
占
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、

濁
占

者
の
債
格
(
又
は
一
取
引
数
量
)
の
指
令
を
ま
っ
て
始
め
て
確
定
す
る
o

此
の
指
令
は
多
〈
の
揚
A
口
利
潤
極
大
の
原
理
に

従
っ
て
行
は
れ
る
。
印
ち
指
令
は
、
指
令
趨
更
に
よ
り
て
最
早
よ
り
多
〈
の
利
潤
を
期
待
し
得
ぬ
知
き
内
容
を
も

っ
。
今
濁
占
者
の
指
令
の
劃
象
左
な
る
糎
稗
的
数
量
を

z
と
す
れ
ば
、
利
潤
は
市
場
の
状
況
に
、
市
場
の
朕
況
は

更
に

z
に
依
存
す
る
が
故
に
、
利
潤
G
は

z
の
函
数
で
あ
る
。

。Hの
(

N

)

〆-、
σ三
、-'

JfJひる。又J.Robinsonは Mrmopsonyを1M-:)JIJ!す ξ'0 (ib目 p.215・)
A以外。企業は凡て或る限度以上には生産を帯加 lペ号ず、 Aのみ此の限度以上
に生産を晴加し得る如き場合。
指令の封象となる経済的敬宣は、惇統的摘出割論K:!jでではf質格及び以引攻百ーで
ある。 Paretoは毘に「獅立舞数」止の品云って、枇の料済的1投置を浮彫りしな
かった(例へば、 Econ.mathem， pp 加2-603.pp. 604-608.)が、最近 R.Frisch 
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漏
出
に
つ
い
て

第
四
十
三
巻

五
七
六

第
四
肱

四

で
典
へ
ら
れ
る
。
印
ち

z
は
限
界
牧
入
引
い
と
限
界
支
出
M
A

と
が
相
等
し
い
様
に
定
め
ら
れ
る
。
(
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
は
限

界
枚
入
曲
線
と
限
界
支
出
曲
線
、
と
の
交
矧
と
し
て
輿
へ
ら
れ
る
。
)
調
占
理
論
の
問
題
は
、
結
局
夫
ム
干
の
濁
占
の
性
質
乃
査
は
問
題

の
輿
件
に
臆
じ
て

z
を
如
何
に
選
な
か
、
叉
E
又
は
A
と
し
て
如
何
な
る
函
載
又
は
曲
綿
を
取
る
か
、
に
蹄
す
る
。

第
一
表
は
、
次
節
に
詳
述
す
る
草
純
崎
市
の
諸
事
例
に
闘
し
て
、
限
界
原
理
が
如
何
に
貫
現
さ
れ
る
か
を
一
不
さ
ん

ム
」
せ
る
も
の
で
あ
る
。

九
即
、
J

n

u

・

/

F

E

、

l
y
t
y
f
t
t
、
l
[

7

(

l

l

"

 

判
勾
白
川
ソ
堅
ι附
B
D

ド、

U
4
9
I
r、ザ
+
i
k
J
E
n
v
R
l
E
U

14
羽
at拡
た
也

r
u
Hト
4
'
T
h甲
主

"

/

「

町

並

社

a
h
t
7
t
、

ヨ川
J
d
U
品
十
一
ノ
J
t
4
d
J
ま円
u
u
z
i
r
-
-
i
v

主
明
お
H

円、一

:
f
ト
、
け
〉
白

)
d
H
V
町

吐

〉

a
1
E
A
U
-手
小
品
市

i
T
正

ゃ
、
買
上
高
と
総
生
産
.
費
と
の
差
額
で
あ
り
、
形
式
的
に
は
|
|
恰
も
凱
に
、

て
ゐ
る
如
し
、

l
l競
争
の
理
論
と
そ
の
慮
理
方
法
に
於
て
杢
〈
同
一
で
あ
る
。
雨
者
の
相
違
は
、
唯
債
格
が
取

ρν

ト
に
於
い
て
、
明
か
に
さ
れ

引
致
量
の
趨
動
と
共
に
費
動
す
る
か
否
h
y
、
個
々
の
企
業
に
劃
す
る
個
別
需
要
曲
線
(
或
は
供
給
曲
線
)
が
完
全
弾

吾
ι
f
ま
同
月

HO--L市川
H
H
C

-《
}

M

w

p

J

力
的
で
あ
る
か
否
か
、
に
存
す
る
。
以
上
の
三
つ
の
場
合
に
於
て
も
、

と
置
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
企
業
の
利
潤
極
大
僚
件

同

)
H
冨(い

N
F
H
τ
×
冨
-
J
H
3

を
得
一
る
。
か
く
て
吾
や
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
共
に
、
「
個
人
は
限
界
牧
入
と
限
界
支
出
と
を

2
5
R
す
る
土
い
ふ
常

識
的
原
則
は
、
需
要
猫
占
い
も
、
供
給
調
占
に
も
、
完
全
競
争
に
も
、
ひ
と
し
く
迫
用
さ
れ
る
。

に
過
ぎ
ぬ
。
」
と
一
五
ひ
得
ょ
う
。

、
、
完
全
競

争
に
於
て
生
守
る
諸
現
象
は
此
の
原
則
の
弓

2
E
包
括
出

以
上
を
要
約
し
よ
う
。
調
占
の
問
題
も
亦
利
調
極
大
を
指
導
原
理
と
し
て

の
基
本
公

一
一
詳
議
宍
L
F
H
一信縫い
R
E

て取扱はれる。
充分保件は CP(zj<oi.c. EI/(z)くA"(りであるρ 議!官~.壬ソペz)>。、 A"仰ぐ。
である恥ら、此の充分保件は容易に充される。 AJI(Z)>0の場合は立入った1U1、
味を要ーする重要な場合である。
朔占に於ける prixvariableの僚件E、prixconstant ~.僚件 r，換へることによ
り、猫占の理論が競争の理論に轄化し得ることは、 ~(!t際に、 M叩uel， p・S95で

19.1 
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式
に
従
っ
て
虚
理
さ
れ
る
。

強
力
的
で
あ
る
。

却
ち
、

以
上
に
於
て
五
口
々
は
、

競
争
現
象
も
亦
此
原
理
に
従
ふ
が
、

そ

れ

に

於

て

個

別

需

要

(

又

は

供

給

)

曲

線

が

完

全

こ
の
馳
さ
へ
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、

摘
占
の
珂
論
は
直
ち
に
競
争
の
世
界
に
妥
営
す
る
。

需
要
凶
数
及
び
供
給
函
致
を
、

単
純
に
奥
件
に
数
へ
た
。

(
シ
ユ
グ
ツ
ケ
ル
ベ
ル
グ
公
式
、
及
ぴ

崎
市
一
表
)
例
へ
ぱ
上
記
の
草
純
濁
占
に
於
げ
る
如
〈
濁
占
企
業
の
周
聞
が
完
会
に
競
争
の
僚
件
に
従
ふ
場
合
に
於
て

は
此
の
限
定
は
容
易
に
充
き
れ
る
。
然
し
現
貫
に
問
題
と
な
る
濁
占
は
か
、
る
姿
の
も
の
で
は
な
〈
、

で
あ
る
。

此
の
世
界
に
於
亡
は
、

提
は
容
易
に
充
さ
れ
難
い
。

寧
ろ
多
占

濁
占
的
地
位
そ
の
も
の
が
深
刻
な
る
融
封
的
関
係
を
胎
か
が
故
に
、

土
記
の
前

五
口
冷
は
単
純
瑚
占
に
次
い
で
、

双
方
濁
占
を
論
や

3
炉、

後
者
に
於
て
も
亦
此
の
困

雑
e

か
そ
の
議

de
羽
は
寸
引
し
あ
J
A

つ
ろ
。

先
づ
草
純
綱
占
を
考
察
す
る
。
第
一
表
に
示
し
た
如
き
精
巣
は
如
何
に
し
て
得
ら
れ
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
、
蕊
に
は
そ
れ
を
中
心
に
叙
べ
よ

う
。
問
題
の
奥
件
た
る
函
数
聞
係
を
表
示
す
る
方
程
式
、
記
抜
、
略
記
法
な

r第
一
表
所
備
の
も
り
を
そ
り
ま
L
使
用
す
る
o

又
本
節
に
於
て
は
掲
占

の
語
を
単
純
濁
占
の
意
味
に
限
定
す
る
。

問
供
給
燭
占
。
利
潤
は
貰

t
高
と
練
生
産
費
と
り
是
徒
で
あ
る
o

企
業
は
此
の
差
徒
の
品
聞
大
を
求
め
て
止
主
ぬ
。
印
ち
、
供
給
量
槍
加
に
よ
っ
て

そ
O

利
潤
を
噌
加
し
得
る
限
り
、
換
言
す
れ
ば

(
古
事
中
坤

l
世
烹
G
A
4註
二
川
』
ヲ
円
、

r
可
申
謹
苫
号
寺
山

V)V-

な
る
問
は
、
常
然
供
給
量
を
晴
加
し
縞
け
る
。
今
比
白
不
等
式
の
左
港
を
限
界
利
潤
と
呼
ぶ
。
然
る
と
き
は
(
扇
担
当
苫
)
日
司
な
る
如
き
供
給
量
が
利

潤
の
極
大
を
興
へ
る
。
供
給
量
を
か

L

る
大
主
に
制
限
す
る
こ
と
と
に
よ
っ
て
企
業
は
揖
大
な
る
利
潤
を
得
る
。

今
供
給
量
一
軍
位
の
噌
加
に
よ
り
て
得
ら
れ
る
資
上
高
田
晴
分
を
M
R
で
表
は
し
、
そ
D
活
に
必
要
な
る
総
生
産
費
の
噌
分
を
M
C
で
表
は
ナ
。

然
る
と
き
は

満

占

に

つ

い

て

第
四
十
三
巻

第
四
抗

五

五
七
七

示されてゐるo 勿論そりことは此の二僚件を1"別する原理が1mにこれを示し、
Pareto自身明確に此のことを説いてゐるが。
J. Robinson; Imperfect competi~i01:'~.J~: 2:30 
(供給量か n 翠位なるとき白限界利t悶)
，= (供給量が n十Z 車f立なるとき由利潤)ー(f井給量が n単位なるとき由利潤)
叉は(供給置が nJ{l.位なるとき 0利潤)ー(供給量が n-I単位なるときり利潤)

宅0)



溺

占

に

つ

い
て

第
三
十
回
答

一ー」ノ、

五
七
人

第
四
批

(
円
相
診
陣
ロ
世
持
召
濯
也
事
制
-
」
芭
)
U
(ロ
十
回
冊
芹
古
川
噛
晶
画
)
|
(
ロ
岡
市
言
自
主
一
亙
)

u
〔
(
ロ
+
H
M世
44円
6
岡
崎
』
封
)
!
(
ロ
+
凶
器
待
6
欝
同
帰
結
)
〕

l

〔
(
口
一
世
4
4
H
G
属

-
E
)
l
(ロ
世
言

e葬
舟
海
路
)
〕

H
〔
(
ロ
+
H
M
明
言
6
岡崎

r
E
)
l
(ロ
世
主
色
料

-
E
)〕

l

〔
(
ロ
十
H
器
芹
δ
韓
併
同
島

)
l
(口
博
之
δ
芯~一
i
~

時
持
)
〕

日
合
同
世
門
戸

B
民
同
)
l
(ロ
世
言
3
冨
(
ベ
)

で
あ
る
。
従
っ
て
、
限
界
利
潤
が
零
な
る
こ
と
は
、

】
話
回
同

H
冨(リ

( 

oc 

な
る
と
み
」
に
同
じ
い
。
供
給
昆
は
M
K
と
沼

C
と
が
一
致
す
る
大
さ
に
定
ま
る
G

前
仰
の
川
に
例
日
十
日
ゐ
み
が
比
砂
川
で
あ
γω
。
火
山
れ
例
A
Z
川
ひ
て
此

川
町
公
式
世
説
明
十
一
品
。

需
要
側
u
p
d
皿
金
扱
年
の
依
併
に
佼
pw
と
告
β
，
例
〔
ば
バ

ι
ト
が
加
ひ
た
論
法
に
よ
り
緋
需
要
量
と
償
給
と
の
聞
に
一
向
教
聞
係
が
成
立
す
る
ω

即
ち

需
要
曲
紘
(
乃
至
は
そ
の
方
程
式
た
る
要
需
函
数
)
は
問
題
の
興
件
を
錦
ず
で
あ
ら
う
。
正
こ
ろ
で
こ
れ
に
於
て
若
し
、
此
の
猫
占
企
業
の
生
産
物
が
凡

て
需
要
し
つ
く
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
此
町
生
産
高
は
純
需
要
量
と
同
一
物
と
看
倣
し
符
る
。
か
く
て
生
産
物
倒
椅

P
と
生
産
高

x
と
の
問
に
は
需
要
函

数
(
の
逝
函
数
)
同
Y
H
司
(
と
守
一
所
さ
れ
る
が
如
き
閥
係
が
あ
る
。
(
第
一
表
参
照
)
湖
出
企
業
は
傾
持

P
又
は
数
量

x
を
、
自
由
に
自
己
の
意
思
に
従
ワ
て

決
定
す
る
。
市
場
が
如
何
な
る
扶
態
に
置
か
れ
る
か
は
、
懸
っ
て
此
の
樹
占
企
業
の

p
又
は

x
の
決
定
に
依
存
す
る
。
此
の
場
合
彼
が
、
自
己
の
利
潤

を
品
開
大
た
ら
し
め
る
如
〈
、
こ
の
数
値
を
決
定
す
る
こ
ー
と
は
い
-
ず
誌
も
な
い
。

第二豪 A

1j七華x全茸ιtl債格P 貰同問賓上
px 高 MR
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き
て
需
要
函
数
可
十
回
よ
と
は
平
副
ト
の
剛
赦
と
し
て
表
は

1'1-で線さ
似るがれ
*;tる守る
:m:と o

i亡し口こ
肱よ l れ
ずう ==iMが
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格三る需
、I嵐方要
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一工 ょ il'i 1111 
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第
二
表
A
が
こ
れ
で
る
の
ソ
て
、
第
二
闘
の
質
上
高
曲
線
及
び

L
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第
三
闘
の
限
界
貿
上
高
剛
線
聞
は
そ
の
岡
式
表
示
で
あ
る
。

又
企
業
に
と
っ
て
、
如
何
な
る
生
産
高
に
劃
し
て
は
如
何

な
る
総
生
成
裂
が
必
要
で
あ
る
か
、
も
既
知
・
と
看
倣
し
符

zc

精確には限界利潤として利潤函教の供給量に腕ナる @t科医1止を取るべきでるら
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今
此
の
費
用
曲
線
が
第
二
間
及
び
第
二
表
B
に
示
し
た
る
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
部
ち
】
内

U
H
-
-
o十
川
十
以
い
な
る
方
程
式
で
表
は
し
得
る
如
き

AF--

も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
P
各
生
産
高
に
慮
ず
る
A

C
及
び
M

C
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
表
B
が
示
す
如
〈
で
あ
り
、
そ
札
を
闘
式
表
示
す
札
ぱ
第
三

一
周
一

『防司

C
一

一界
M
一

一
限
一
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師
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闘
の

A

C
曲
線
A
M
C
凶
線
と
な
る
。

以
上
は
問
題
の
前
提
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
湖
占
企
業
は
、
供
給
量
又
は
債
格F
A
t
-叫
1
1
1
1
4
1
1
1
4
+
1
1
1
1
?
o
l
l
-
T
1
f
i
i
l
l
l
i
-
-
}
l

絡

を

如

何

な

る

大

き

に

定

む

れ

ば

、

如

倍

加

蜘

m

m

同

剛

山

。

3

3

2

泣

1

1

5

何
な
る
利
潤
を
獲
得
し
得
る
か
は
、
此

の
僚
件
、
第
二
表
A
及
び
B
よ
P
直
ち
に
導
か
れ
る
o
(
拍
車
二
表
C
及
び
第
二
闘
の
利
潤
山
線
を
見
よ
O
)

企
業
は
勿
論
、
最
有
利
な
る
供
給
量
又
ば
債
栴
を
選
ぶ
で
あ
ら
う
o

企
業
が
粋
し
数
量
政
策
を
取
る
な

ら
ば
、
彼
は
供
給
量
を
四

0
0
に
定
め
る
で
あ
ら
う
。
此
白
凶

O
O
の
供
給
は
償
柿
七
に
於
で
の
み
吸
牧

第
四
十
三
省

し
つ
く
さ
れ
る
が
故
に
、
債
格
は
七
に
定
書
り
畑
出
企
業
は
此
の
市
場
川
岡
山
怖
を
受
符
ず
る
o

逆
に
債
怖
政
策
を
似
る
と
き
は
倒
格
を
七
に
定
め
、
供
給

5
0
5
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0
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第二表 C

問 ii¥'Wl-p15flJil'ilG I 

jjjlm 

。内
U
I
j
o
o

治
川
出

O

心
・

0

じ

4

4

f

E

ハυ
ハり
町
d

ち00

量
は
需
要
七

0
0
に
趨
出
血
せ
し
め
る
。
(
白
山

r
の
如
〈
、
完
全
湖
hrH
に
於
て
、
濁
占
者
が
指
令
の
自
由
主
有
す
る
も
の
は
、
債
格
又
は
数
設
で
あ
る
。
「
数

量
倒
持
雨
方
に
封
す
る
指
令
を
以
て
完
全
な
湖
出
の
委
と
桝
」
せ
ん
と
す
る
如
き
は
、
明
か
に
正
し
〈
な
い
O
)

か
〈
て
知
ら
る
L
如
〈
今
の
相
場
合
企
業

湖
上
円
に
つ

い
て

五
七
九

rM
凶
披

七

ce.ipt.l概念を用ひて公式を筒躍に話1;;jj!.tるぷみは按ろ設近に踊する。然も
此D試品は多〈の事者によって殆ん n町立になされた様である。 C仁Harrod;
Note on supply， EconomicJourn:11， J山 e1930， p. 238， (‘ the increment of :'I.gg 
regate demand-curve '). E.-Sch.neider i Reine Theorie monopolitbcb.er Wi~tsc­
haftsformen， 1932， S. 14・， S. 21. H.刊 nStackelberg-j Gnmd.lagen einer reinen 
Ko，tentheorie，. Zeitshrift fur N:J.tionalukcnomie， l3d. III. Heft 4. 1932， S. 554・
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に
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い
て
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求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
澗
占
に
闘
す
る
公
式

ち
第
二
表
A
に
於
て

'00 

え

。
1 

局
、
司
リ
冨
の

同》
H
g
u
u円
(
-
菅
直

J-
一
地
印
)

冨
同
H
宮
の
が
競
争
目
公
式

と
改
め
れ
ば
よ
い
。
勿
論
B
欄
に
鐙
化
は
な
い
。

此
の
場
合
に

第
四
十
三
巻

五
八
む

第
四
銃

丹、

が
債
格
政
策
を
取
る
恥
数
量
政
策
を
と
る
か
は
、
全
く
問
題
で
な
い
。

は
以
下
常
に
数
量
政
策
の
み
を
問
題
と
す
る
で
あ
ら
u
v
o

然
る
に
供
給
量
四

0
0
に
於
て
、

限
界
一
質
上
高
は
一
ニ
.

叉
限
界
索
用
も

即
ち
、

最
有
利
の
供
給
量
は
云

m
H去
の
な
る
そ
れ
で
あ
る
。

又
第
二
間
第

図

三
闘
を
見
較
べ
て
知
ら
れ
る
如
〈
、

i
E
l
i
-
B
-
3
:
、，
J

j

u

:

・
111

村
民
群
町
に
よ
f

J

て
?
羽
4
4
手
な
る
似
品
町
査
か
庫
之
、
七
れ
る
。
か
く
の
如
き

が
、
上
記
の
某
本
公
式
の
幾
何
的
意
味
で
あ
る
。

供
給
宣
が
叩
に
定
や
り
件
、
-
ば
、
伺
格
川
町
に
山
χ
k
，o
o
(
抜
山
y
は
M
に

舟
亡
品
自
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Z
-
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r
F
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E
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¥
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宅

J
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一
ι
p
d
H
最
D
I
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プ
タ
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弘
司
主
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巴
剖
グ
J

・

;

)

如
(
、
冨
同
リ
』
同
(
]
ー
+
U
V
)
w

〉
』
向
リ
唱
で
あ
る
か

h
、

M
R
曲
線
と
M
C
剛
線
止
の
交
知
C
D

第

同
》
日
冨
-
h
x
l
M
l

T
T
H
 

H
宮
内
×
|
同
lm+H 

(

巴

)

と
な
る
。
更
に
、

A

C
同
線
の
一
弾
力
性
を
司
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ア
の
所
謂
抗
日
砧
度

(

担

叫

m
w
z
m
r
E
r開
門
脚
色
)
を

e
と
す
れ
ば
、

k
p
n
・
宮
内

M
J
一
会
+
同
)
H
め
で
あ

る
。
批
白
関
係
を
聞
に
も
ち
と
め
ば
、
平
均
費
用
具
」
淘
ト
円
債
持
と
の
開
係
が

-wH
宮
口
に
轄
化
し
得
る
こ
と
は
第
二
表
の
健
か
の
臨
盤
改
に
よ
り
て
も
知
ら
れ
る
。
邸

C
欄
に
於
て
利
潤
の
大
さ
が
勢
ひ
盤
励
す
る
が
、
結

は
問
、
(
同
)
H
O

な
る
な
る
供
給
量
に
於
て
利
潤
が
最
た
と
な
る
で
あ
、
り
う
。
例
へ
ば
債
格
が
五
な
ら
ば
、

供
給
抵
は
八

O
O
に
刊
に
ま
る
。

.
冨
回
向
日
唱
な
の
で
あ
る
。

需
要
綱
占
。
杏
々
は
蕊
に
第
一
表
の
第
二
の
相
場
合
と
第
三
の
場
合
と
を
一
括
し
て
論
ず
る
。
第
三
の
場
合
が
第
二
の
場
合
よ
り
も
一
般
的
で
あ

る
こ (II)
と
は
~!f 
r:: 
明
2ト

で
あ
る。

と
す
る
。

号
。
而
し
て
彼
は
生
産
則
引
の
購
入
に
闘
し
で
も
、

依
つ
で
第
一
一
一
の
場
合
を
論
ず
る
。
印
ち

又
X
の
販
頁
に
閲
し
で
も
、

又
む
の
債
格
及
び
使
用
高
は
所
興
で
あ
る

企
業
は
町
仏
国
な
る
二
掃
の
生
産
財
を
結
合
し
て
、

X
な
る
佐
高
性
物
を
生
産
す

全
然
競
争
者
を
有
せ
ず
、

再
々

J. Rohinson， Imperfect competition， vi， p. 5~. E， Ch.amber1in; 11onopolistic 
competjtjon， 1933， p. 14-15・p.77・術、此の概念並びに限界買上高曲線の概念
を用ひざるものり例としては、 Mi.¥rshall;Principl悶 PP479-4S0. L. Amoroso ; 
La te。口jlmatematica del monopolio trattata ~~eometricamente， Diornale degIi 
economisti， Ago. 1911. pp. 20:7-230 な Eを見よ。
Manl1el， p. 594. p. 6'4・渡選、久武、「鰹済畢へ白磁阜の施;用J(岩波講座敷畢)4) 



此
り
最
後
の
仮
定
は
後
に
掻
去
さ
れ
る
が
、
差
営
り
概
念
的
に
問
題
を
解
決
す
る
怨
に
、
前
提
さ
れ
刊
る
。
此
白
偲
定
に
よ
っ
て

一
方
に
於
て
は
、

X
の
生
産
高
又
は
供
給
量
は
唯
V
H
の
使
用
高
(
却
ち
需
要
量
)
の
み
に
依
存
し
、
従
っ
て
生
産
物
X
D
債
権
、

更
に
そ
り
貰
上
高
も
亦
そ
れ
の
み
に
左
右
さ
れ
る
。
即
ち
企
業
の
牧
入
は
刊
の
需
要
量
に
よ
り
て
定
ま
る
。
他
方
に
於
て
彼
り

支
出
中
v
h
a

の
購
入
に
泥
て
ら
れ
る
部
分
は
俄
定
に
よ
っ
て
不
獲
で
あ
り
、
従
っ
て
比
交
出
も
又
引
の
需
要
量
心
み
に
依
存
す
る
。

此
白
場
合
、

V
勺
の
供
給
曲
線
は
、
供
給
濁
占
の
場
合
の
需
要
曲
稼
と
向
調
に
よ
っ
て
、
問
題
の
奥
件
を
な
し
、
そ
の
債
格
は
V
円

。
需
要
量
に
謄
じ
て
定
ま
る
、
と
考
へ
ら
れ
る
べ
き
で
め
る
。
然
ら
ば
濁
出
企
業
に
と
っ
て
、
此
白
差
益
が
旧
聞
大
な
る
如
曹
、

町
四
需
要
量
は
如
何
な
る
大
き
で
あ
る
か
。

此
の
場
合
に
も
前
k
同
様
に
限
界
原
理
が
吊
官
官
ナ
る
。
印
ち
、
最
も
有
利
な
る
町
の
需
要
最
は
、
そ
の
一
草
作
の
噌
加
に
よ

り
て
生
ず
る
牧
入
の
帯
分
と
支
出
の
帯
分
と
が
一
致
す
る
如
き
、
大
き
で
あ
る
。
問
題
は
此
の
限
界
牧
人
及
び
限
界
支
出
口
内

本
に
存
す
る
。
と
こ
み
で
、

「一指拘同河川
U
C
U
(
♂
ム
日
常
ご
班
活
4
4
ぎ
れ
耐
久
〈
司
一
円
、
却
芯
u
認可一
}

)

V

〈
(
刻
一
一
守
当
否
決
)

u(AhMB沼
恒
判
込
山
川
沖
¥
じ
γ
パ
(
山
内
羽
川
一
山

u
r
u辺
川
J

Y
八
沼

M

(
問
問
調
M

月
三
)
H
(
3
1
L冊
4
4
刊
号
津
ヨ
母
国
=
『
ハ
桝
ム
〈
落
内
部
地

3
怯州市世一一)町内川
1
Z
F

で
あ
る
。
か
〈
て
、
上
記
の
附
に
棉
官
ず
る
式
と
し
て
旨

F
X
Z回
目
冨
♂
を
得
る
。
此
の
公
式
。
左
漫
に
現
は
れ
る
積
は

f
g円
札
口
己
言
。
白

E
z
z
q】
J

(

回。

r
z
gロ)
h
a
E
P
『同一

E
】
3-言
。
『
守
主

zz
二H
》困問。ョ

)fgasp]
喜
】
戸
高
官
。
品
再

τ(Enf)

な

E
と
呼
ば
れ
る
G

蕊
に
は
ヒ
ツ
ク
ス
に
の
呼
び
方
を
用
ひ
、

M
V
F
と
略
記
す
る
O

(

例
へ
ば
町
の
そ
れ
は

M
V
R
と
い
ふ
が

如
〈
。
)
然
る
と
き
僚
件
式
は

冨
4
3
H
宮
口

M

2

3

と
な
る
。
此
白
保
件
は
既
に
第
一
表
に
於
て
代
数
的
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
誌
に
は
解
析
的
に
導
〈
こ
と
を
繰
返
す
宮
い
。

寄
々
は
失
に
、
仏
画
。
使
用
高
及
び
慣
岬
怖
が
所
奥
で
あ
る
、
と
い
ふ
俄
定
を
嫌
去
し
て
、
そ
り
供
給
函
教
が
奥
へ
ら
れ
、
町
と

れ
固
と
は
或
る
所
奥
の
閥
係
に
従
っ
て
結
合
さ
れ
る
と
健
定
し
よ
う
。
側
~
ぱ
、

p
h
a

の
使
用
高
と
y
h
d

の
使
用
高
と
は
常
に
五
針
二

四
閥
係
に
あ
畠
と
い
ふ
が
如
〈
に
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
は
、
町
一
四
単
位
。
使
用
品
骨
加
は
常
に
%
の
五
分
の
ニ
単
位
の
使
用
噌

加
を
伴
ふ
で
あ
ら
う
。

濁

占

に

つ

い
で

第
四
十
三
巻

五
八

第
四
披

P.Z7・
需要曲線 p=F(x)より、作闘により、~至上高曲線及びMR曲線を導〈ことがで
きる。供給量 Xoに感ずる債格を防止する。今原射を通り直線 Ogを、 (Og
が横軸主主主ナ角の lang)=poなる如〈引く。直椋 Ogと直線文=xo(縦軸と平
行)とり交貼の高苫が、供給童文o'0 Jif J"~ 高 E表回す。又需要曲線は、(債格)=
(貰上高): (供給量)であるから、 AR副総(平均買上高曲線、 Average Revenue 

Curve)である。平均量主限界量との→般的閥係 MR=ARO+L)に依って、

AR曲線より、 MR曲線が導かれる。誌に Eは、 ε=E-Z7Kして定義され
たる需要曲線の弾力性である。 J.RobinslJn; I~p~rr.~c:t competition， pp. 29-36. 
pp咽 20-23・ 高田博士 2不全競争について、経済論護、三九の四、.pp. 20-30. 
参!問。 f苛ε，>-1邸ち需要曲線が非弾力的なるところでは MRくoである。
反之、例へば Cournotに於ては償措政Wiが問題とされた。前掲書、邦語、岩
波文庫本、第五章、参照。

5) 
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凋

占

に

つ

い

て

第
四
十
三
巻

第
四
腕

五
A

誌
で
、
「
純
限
界
生
産
力
」
(
ロ

E
間
宮
己
日
昨
日
】
円
。
含
n
Z
2
q
略
記

M
N
P
)
な
る
概
念
を
導
入
し
よ
う
。
上
記
の
場
合
v
h
，の

数
量
を
慶
勤
せ
し
め
つ

L

、
町
一
軍
位
使
用
帯
加
の
結
果
生
ず
る
生
産
物
償
値

m
暫
分
を
先
づ
引
の
「
粗
限
界
生
産
力
L
(
E
己

四
日
ロ
巴
匂
Em-M自
白

znz=ミ
略

記

M
G
F
)
と
定
義
す
る
。
今
生
産
財
の
組
合
せ
の
仕
方
が

+
(
J
W
J
)
n
o

(---Nu
ー
寸
指
H|吋
p
f
u
n
-
H持
)
で
輿
へ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
上
記
の
定
義
は

j

《

H
-
-
I

ユ〈
p

-

v

a

F
R
E
E
宮町一
E
m
E
U
司

ELF-ゎ

1
5
4
1
J
f
u
Z
5
7
(，グ
+
y
れ
)VH列
U
(
h
M

件
2)HLHh

L
R
P
 

5

M

H

H

l

E

H

F

-

品
よ
正
月

引

に

4

J

K

】

な
る
こ
止
を
窓
味
ず
る
。
仙
沼
る
げ
」
叱

n
場
介
、
相
吋
な
る
何
日
愉
T
M
咋
ふ
れ
。

ι
m
m
w
R
M
U
H仇

4

4

-

T

2
1慨
待
6
掛
川
酒
噂
L
E
Z
E

マ
ハ
桝
山
A

湖
沼
聖
E
J
I
l
l
-
u
l
|
十
i
l
h
H
h
H
E
Y
-
E
P
同』

1

、

0
4
F

劃

J
J
ι
J
内

H43

畑

色

+

同

ι同
即

阿

国

内

島

(〈凶
!
i
M
世
浮
る
爵
湿
毒
世
一
一
早
川
桝
込
〈
地
道
者
言
)

U

H

-

-

+

戸

U
Z
(
J
。l
宮
内

ι
'
J
a
d
J

副
〈
-
《
】

d

J

.

-

y

で
あ
る
。
今
川
の
「
純
限
界
生
産
力
」
(
百
日
間
百
乙
ロ
巳
司
3
R
E
n
t
t
q」
、
即
ち

M
N
P
Hを

冨

Z
T
E
f
p伴
(

己

)

と
し
て
定
義
す
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
町
一
単
位
の
品
加
よ
り
生
ず
る
生
産
物
償
値
柑
加
よ

P
他
の
止
法
則
市
h
d

に
闘
す
る
費
削
射

加
を
控
除
せ
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
冨
Z
F
H
岩
手

Eヤ
で

あ

h
o

」正

此
の
揚
合
、
生
産
財
需
要
量
、
巧
は
如
何
な
る
大
さ
に
定
吉
る
か
。
問
題
の
僚
件
以

H
e
(
J
J
)
与
三
♂

)n。
に
よ
っ
で
、

川
町
は
央
々
生
産
高
に
感
じ
て
定
ま
る
。
即
ち
、

4
2
H
d
p
(
M
)
u
J
H
4
3
(と
と
な
り
、
従
っ
て
、
同
U
3

・3
+
3
・J
H
同
(
主
で

あ
る
。
然
、
b
ば

x
は
如
何
な
る
大
き
に
定
宮
る
か
。
上
記
に
よ
っ
て
問
題
は
供
給
猟
占
の
場
合
に
邸
し
た
か
ら
、
既
建
白
保
件

式
冨
岡
山
H
冨
の
に
依
っ
て
定
ま
る
。
刊
W
M
F

は
こ
れ
に
臆
ず
る
値
を
と
る
。

然
し
乍
ら
、
生
産
財
の
結
合
は
如
何
に
し
て
奥
へ
ら
れ
る
か
。
生
産
函
数
例
目
兵
〈
一
二
己
が
奥
へ
ら
れ
た
場
合
、
最
も
也
市
岡

な
る
生
産
財
の
組
合
せ
り
仕
方
は
如
何
な
る
も
り
勺
も
る
か
c
完
全
競
守
O
場
合
、
所
朝
日
「
代
用
の
法
則
」
を
表
す
は
僚
件
式

4
 

J
ザ

却

で

答

へ

、

b
れ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
川
。
習
の
場
令
、
一
般
化
せ
ら
れ
た
る
代
用
の
法
則
芸
品
〈
で
を
。

「
奥
へ
ら
れ
た
る
生
産
高
を
生
産
し
つ

L

あ
る
経
管
車
位
は
、
そ
の
生
産
費
を
梯
小
な
ら

L
め
る
、
と
珠
恕
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

O 

従って濁占利潤は第三聞に於て (p口ce-AC)X OUllput co(MP--MHI X OMニ HPx
GH=商積ニ FGHPとなる。
ε>-1に於では、既越の如( MRぐoである。然るにl¥I[C':>oであるo故に75・
に非現力的なる需要に針しては MR=MCなz如き鼎iは存在せぬ。 PieroSra-
百":&.;Laws of retuロ1S etcJ EcoDomlc J ournal， :I 9~~6， p. .54.5. E. Schneider; Ko 
stenth.eoretbches zum Monopolproblem， Zeitscluift fur N ation~llökonmnie， Bd. 
IIL Heft 2. SS. ，88-'90_ 
此の公式を出軍基黙として、需要曲総及び費用l曲線の主主制が債務に及ナ影響が論
ぜられる。 J・Robinson;Jmperfect competition， pp. 6o-B2. 
車純満市の問題に於て従来此の方面は寧ろ問却さ n~訟もでありたかの貴[J (で
るる。現在吾々が利用し得る文献kしては J.lRobinsr:m; Imperfect competi-
tion， Book VII-.IX. Sch.neider; Bemerkungen Zl1l' G::-enzproduktivtatsth.eorie， 
Zeit:-Jch口ftfur N ationalokonomie， Bd. IV. Heft. :;・ ~iS. 616-621. der坦lbe;
Theorie der Produktion， SS. 57， 76 を暗号げ得るに証~-';r~r-J， 。
生産物ー単位の槍加によ P て生ずる買上高の帯加が MR である o 故に(l~軍位
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位
、
此
の
粧
品
目
単
位
に
と
っ
て
り
各
生
産
要
素
り
限
界
費
用
が
、

そ
の
限
界
生
産
力
に
比
例
す
る
主
き

究
現
せ
ら
れ
釦
o
」
か

〈
て
、

所
謂

R

宮
山
口
一
自
己
r
s古田
-
S
E
r
E
P
E
E
r
m
M
g円
Z
E
S
F何回目ロ

ι
2
F
。ιzrz〈
V
E
E
r
z日ロ

の
保
件
式
は

品

(3
・JJ)

内
同
d
可
回

母国

ι(♂
・

3
)

己
d
J
+a 

で
興

ι 冨I~
ι 話回
宅16)】 li

ziE 

冨
の
同
区
「

l

l
同
「

HHr向
。

)

3

l

p

 

持』
与争

(戸山山)

今
生
恋
財
の
組
合
せ
が
胞
に
従
っ
て
費
用
品
開
小
な
る
如
〈
行
は
れ
る
白
と
す
る
。
然
る
に
、

せ
る
楊
合
に
は
、
最
有
利
な
生
法
4
h

川
文
は
豆
『
N
H
U
H

互角
J

な
る
大
さ
に
定
古
る
。
従
り
て
刊
μ

を
参
照
し
て

生
産
財
の
組
合
せ
の
仕
方
が
一
定

7
4
4
T
-
H
J
豆《
4

・
・
臣
、
同
〈
で
S
I
t
z
-
3

( 

H . . 
目

) 

j
 

k
同
時
日
洲
口
北
寸
品
川
町
い
か
ぶ
此
の
企
業
の
故
有
利
の
生
成
川
則
需
要
量
壬
興
へ
る
【

(m
が
阿
川
時
成
な
す
る
と
こ
ろ
に
於
亡
の
み

(
 

)
 

d
Z
T
N
T
-
4
T
U
沼
Z
J
H
1
4川V
刊
で
品
一
の
。
従
円
ザ
、

E

ピ
ン
ン
ン
の
如
〈
一
般
に
噴
加
は
概
小
結
合
に
判
制

L
F
』
問
が
成
立

J

(

 

?
 

っ
と
し
、
従
っ
て
班

N
P
A」
M
V
P
と
を
同
}
一
肌
符
る
左
論
断
す
る
白
は
、
明
か
に
正
し

f
な
い
。
)

蕊
に
待
た
保
件
式
仰
は
企
業
の
生
産
財
需
要
。
決
定
の
保
件
式
と
し
て
、
識
も
一
般
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
企
業

が
供
給
濁
占
申
み
有
ナ
る
場
合
の
そ
れ
、
或
る
生
産
財
需
要
に
閥
し
て
の
み
濁
占
し
、
生
産
物
供
給
に
於
て
も
他
白
生
康
財
需

要
に
於
て
も
競
争
の
保
件
に
従
ふ
場
合
の
そ
れ
、
或
は
凡
て
に
闘
し
て

g
S
E
E
-》
ユ
自
の
州
場
合
の
そ
札
、
の
如
き
は
怒
〈
此

の
特
球
の
場
合
に
週
き
ぬ
。

湖
占
の
均
衡
駄
に
於
て
加
の
二
一
保
件
が
同
時
に
渦
足
さ
れ
て
あ
ら
ね
ば
な
、
b
出
こ
と
は
、
次
回
如
く
し
て
も
知
ら
れ
る
。
今

伎
に
h
-
を
所
奥
と
見
れ
ば
、
可
は
、
最
初
綾
べ
た
論
法
に
よ
り
、
保
件
式
聞
を
満
足
す
る
値
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
逆
に
町
を

(

-

所
奥
と
看
倣
せ
ば
、
刊
の
大
さ
は
云

4
3リ
冨
何
時
よ
り
定
ま
る
。
従
っ
て
均
衡
鮎
に
於
て
は
政
の
一
一
式
が
同
時
に
満
足
さ
れ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
、
b
ぬ
。
此
の
論
議
に
依
っ
て
、
此
の
問
題
に
於
け
る
限
界
原
理
の
趨
用
を
知
る
と
こ
が
出
来
る
。

最
後
に
保
件
式
仰
向
問
の
意
義
を
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
表
現
し
て
、
誌
で
の
考
察
を
雲
判
し
よ
う
o

此
の
場
合

樹

占

に

つ

い

て

第
吋
四
十
三
谷

第
四
腕

五
八
↓

の1;1t特有者加によりて生ずる頁上高脅かT)=TXMH。此の意味に於て限界王室七高
は買上高ij曾加率である。 MP1は lVlo.rgit1a1.(physicaI) productivity of V1と、又
MC，は MarginalCo，t of V， <:詰富""f~-L たレ、。
J. Robin.'ion; Imperfect competition~ p. 237， 239. Pigotl; Economics of sta.ti-
onary ~t:ltes， 193.57 PP・ 85-86. l-licks :: Thcory of monopoly， Econometrica，. 
J"n. '935， p. 5. Stackelbergに於Iてd、このものは寧に notationE' (Vj)で示

されてゐる。但しそり積分E(vj)=pメ-~ ~~ 河川(これに於てπI=COIlSt.vi=const. 
i '--'2 

i==2...n)である。 VgI. derselbe:加fJ.rl(tfonn ; S. 106目此の概念がet産財需要の
分析に於て有する意義は、MR概念語、生成物供給の分析に於て演ずる役割に似
てゐる。一一一向、 Robin~on では、先づ、“ The marginal physical prodnctivit:y 
of labour is th.e incrcment of Olltpl1t cau::;eu by employing an additionaI 
unit of labour wHh a fixed expend山悶 on other tactors“と定義し、更に
“MarginaI productivity (of bbour)玉I百訂五函me可否fthe !otal 山 tpntcau~'ed 

12) 一



冨
。

E
唱。]『阿川町。

E
H司
{
A
A
3
u
d凶
)
}
・
兵
J
J
)
l
R
(
J
)
・J
+
F
(
3
)
・J
}

で
あ
る
か
ら
、
(
第
一
表
参
照
)
利
潤
は
の
町
h
M
二
獲
数
の
両
教
で
あ
る
。

印
ち
、
そ
れ
は
ニ
生
産
財
を
如
何
に
組
合
せ
る
か
に
依
存
す
る
。
今
第
四

闘
の
如
〈
.
V
1
h
a
平
而
を
考
へ
れ
ば
、
此
の
平
面
上
の
鮎
は
そ
の
組
合
せ

表
は
し
、
従
っ
て
各
黙
に
或
る
大
き
り
利
潤
が
割
腹
し
て
ゐ
る
。

A
7
そ
D

鮎
に
釘
鵬
ナ
る
利
潤
が
相
等
し
い
鮎
を
連
ね
亡
曲
線
を
つ
く
唖
等
利
線
と

呼
訴
。
陀
ワ
て
等
利
総
」
は
、
利
潤
等
し
き
(
組
合
ぜ
を
ふ
訟
は
す
)
劇
的
一
訴

ま
り
で
あ
る
。
利
潤
が
興
れ
は
、
異
る
等
利
帖
献
を
符
る
。
第
四
聞
は
か
ふ

る
等
利
線
引
ら
h
u
p
H
・
E-:
の
シ
ス
テ
ム
を
示
す
。
各
生
産
財
に
つ
い
て
限

界
牧
毎
週
減
の
法
則
が
支
配
し
、
生
産
物
需
要
曲
裁
が
右
下

P
、
生
産
則

供
給
由
縁
が
右
上
り
の
場
合
に
は
、
各
等
刺
拍
怖
が
臆
ず
る
判
明
潤
は
、
或
る

頭
貼
を
有
し
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
漸
次
四
方
に
降
り
て
行
〈
で
あ
ら
う
e

明
か
に
、
此
の
頂
き
、
第
四
悶
の

P
が
臼
の
二
線
件
を
満
足
す
る
黙
で

あ
る
。
ー

l
そ
れ
は
先
づ
"
の
依
件
弐
が
定
め
る
曲
練

α
上
に
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
側
の
導
出
が
一
手
如
く
、

a
は
品
一
一
に
劃
す
る
平
行
直
線

(
d
H
E
E
)
が
等
利
線
と
切
す
る
切
駄
の
集
り
で
あ
る
。

同
様
に
亦
、
そ
れ
は
方
程
式
冨
〈
H
J
リ
冨
合
同
の
軌
跡

F
上
に
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
曲
線

H
は
h
-
軸
へ
の
平
行
組
と
等
利
糠
正
田

切
貼
り
集
り
で
あ
る
。
此
の
交
貼
P
に
於
て
臼
の
二
僚
件
が
満
足
さ
れ
る
ο

次
に
方
程
式
聞
の
表
は
す
曲
線
主
考
へ
ょ
う
。
今
生
産
高
等
し
告
黙
を
連
ね
て
、
生
産
高
無
差
別
線
と
呼
ぶ
。
此
の
生
産
高

無
差
別
線
も
亦
シ
ス
テ
ム
を
な
す
。
或
る
生
産
両
無
差
別
曲
線
上
に
於
て
、
利
潤
極
犬
、
費
用
品
開
小
な
る
黙
は
、
そ
れ
と
等
利
線

と
の
切
駄
で
あ
る
。
か
よ
切
駄
の
集
り
た
る
曲
線
γ

の
方
程
式
が
仰
で
あ
る
。
此
の
剛
線

Y
上
に
、
上
記
丘
四
時
叩
F
は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
P
は
曲
線
寸
と

a
又
は
戸
と
の
交
貼
で
も
あ
る
。

以
上
に
於
て
吾
々
は
単
純
調
占
の
基
本
公
式
を
略
述
し
た
。
為
抽
中
砕
Z
口
に
亙
っ
て
白
F
R
E
E
ず
る
機
舎
を
有
た
ね
で
も

な
か
づ
た
が
、
鉄
越
は
基
本
公
式
に
闘
し
て
の
み
試
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
濁
占
理
論
に
於
て
限
界
原
理
の
占
む
る
地
位
が
決
定

V込

濁

占

に

つ

い
て

j;222j ー

第
四
十
三
巻

五
八
四

第
同
競

1<9 首号

一
一

by employing an additionl ma.n， the tot3.1 value of other f:I.ctors remaining 
uIlc.h~nged. That is to say， it is the marginal phy.sic.ll pmductivhy multiplied 
by the~ m云ginalrevenueぺ止定義+る。 (Imperfed，;ompetition， pp. 236-237・)
彼に方さでは Cchange in tA.e form of other factors of given tot:11 value'が此
り場合許るされることになってゐる、殊に長期に於では。否々はと白書量化を認
めないで MPを、又 MVPを定義した。
Robinメon; ImpeJr色ct cotnpetition. p. 239 “M:ugi-n.:tl gross productivity (of 
the (actor V]) is the increment of v:¥lue of output c;.itU日 dby employing an 
additional unft (of the fac[OT V 1) with th.e apprDprJ.ale addition tO other 

全色立，)
factorsぺ旬乙オ1.- 1~ 謝して V" を「粗平均生産力」と叩ぷ。

R紬。凶bi凶bins臨…n臨s

平均生産力J(伊av.開G阻 E伊enet produdi vity of V町，)と呼ぷ0 これを AVP，
す。同様に AVP，=(px'π:，v，)・ V2。

の「純

で表は

日)

'3) 



的
で
あ
る
が
故
に
他
な
ら
ぬ
。
濁
占
理
論
内
部
の
稀
々
の
特
殊
問
題
目
考
察
に
劃
し
て
は
、
比
の
限
界
原
理
が
そ
の
空
白
為
、
或

は
若
干
の
鑓
容
の
下
に
適
用
き
れ
る
。
次
に
五
口
々
は
、
こ
の
こ
と
を
双
方
濁
占
論
に
つ
い
て
見
る
で
あ
ら
う
。

市
場
に
於
て
、
需
要
者
色
供
給
者
共
に
一
人
で
あ
る
場
合
、
双
方
調
占

(
E
E
π

互
DMc--cセ
O
一
可
)

の
問
題
が
生
や
る
。

商
品
V
を
生
産
者
S
の
み
が
供
給
し
、

需
要
者
D
の
み
が
需
要
し
、

1ft 
イコ

て、

S
も
D
も
共
に
猫
占
的
地
位
に
立
つ
場
合
で
あ
る
。

簡
間
早
の
錦
、

D
は
V
の
み
を
使
用
し

て
生
産
物

xv-生
産
す
る
と
す
る
。

此
の
問
題
に
闘
し
て
は
一
一
つ
の
解
容
が
存
す
る
υ

濁
占
均

衡
凱
な
し
と
す
る
も
の
。

ヒ
ツ
h

グ
ヌ
、

ν
ユ
グ
ツ
ケ
ル
ベ
ル
グ
な
ど
u
)

湖
占
均
衡
附
あ
り
と
す

(
出
ウ
レ

A
1

、

る
も
¢
f

ro
イ
ク
ム
ー
ル

シ
ユ
ナ
イ
ダ
ア
な
ど

J

か
っ
ー
ポ
ク
U

イ
'
と
内
ノ
イ
ク
セ
片
と
伝
一
昨
に
論
点
中

JmF

り
し
は
周
知
の
如

で

あ
。'!

以
下
分
析
を
試
み
名
。

π
は
V
の
債
格
、

そ
れ
に
於
て
、

s 

は

そ
の
供
給
量
、

d
は
そ
の
需
要
量
を
表
す
と
す
る
。

l九-， 、

非
現
貫
的
で
は
あ
る
が
、

彼
の
需
要

D
は
π
を
所
輿
と
見
る
と
す
る
。

然
る
と
き
は
、

量
d
は

(
〈
の
冨
〈
で

)
H肖

(
-
品
)

な
る
大
さ
に
定
ま
る
こ
と
、

前
節
に
教
べ
た
る
如
く
で
あ
か
。

今
第
五
回
に
於
け
る

従
っ
て
、

l止
の
場
合横
の軸
需に
要歎
曲 i圭
線 {t'
DD' J民
でり
あ
るsjj徒
。車由

偵
j各
を
JIX 
り

M
V
P
の
グ
-
7
7
h
y
描
け
ば
、

H
U
-
-

、

p
ガ
メ

J

、

5
C
1
，n' 

s
i
i
 

濁

占

に

つ

い

て

第
四
十
三
巻

五
凡
五

第
四
時
抗

特に Pigou;Economics of welfi'l.re， 4 ed ，~ p. 173・を参照されたい。
此の命題は Rohinsonよりとった。 (ihld.p. 241.)但し、彼女に於ては、「比例
ずる」としたととろが、「等しいJ(is equal tO) となってゐる!

生産物所興なるが故に、 0=号ld"l→'T.)dV<l。又費用梅小町怨には o=MC，dv，+
j¥lrC'，! dv~o 此の二式が繭立ナる f誌には、(ロ)が成立せねばならぬ。 VgJ: Scb.-
neider; Theorie der Produktion， SS. 57---61 

ι 
(口)より1MGPi=MNP1-MC2記。 .X J \iGP，の定義式よ ~ MGP，=MVP， 

--MVP，右。然るに MVP， ~MC20 故に肝P九，，~MNP円1。伶貼i玄n…=

収は士MVP円z=MCzろ2な畠イ僚擬件件-によつマて7入、、2主 v刊』とが幸結2古7合きれた場令に閥ナるとも
見らオれLる。然るときは、 MVPz=，MC?cりつJみhならず、 MVP町，==MC，がI漏雨足されすずJ 

しては、 MVPと MNPとが同一物とは Eミミへぬ。苦し、 MVP町I=MNPlでで‘あつ
ても、 M岨爪VP，雪 =MNP，主な墨古か孟らであ~)(0此の駄を譲歩するにしても、費用級
小結合目僚件に繍ナーる誤謬は、低迷。角1(である。嘗て高岡博士も MVP三 M

'4) 
'5) 

16) 

17) 



濁

占

に

つ

五
八
六

第
四
披

い
て

第
四
十
三
巻

同
様
に
叉
、

非
現
貫
的
で
あ
る
が
S
も

B
E
g
-
H門
官
一
日

の
候
件
に
従
ふ
と
す
る
。
然
る
と

敬
一一一一一今
量

タ」

さ、h

彼
に
と
っ
て
最
有
利
な
生
産
高
は
、

V
の
生

産
の
限
界
費
用
と
所
興
債
格
r
と
が
一
致
す
る
そ

ト:で¥
rkくs

れ

t
本
町
石
。

か
く
て
限
界
費
用
曲
線
が
S
の
供
給

[i:1 

F

4

 

h
H
臼
杭
口
川

F
P
同
時
¥
ヲ
み
つ

け
い
ψ
配中

r
3
4
4
k
日
L

A

M

J

J

li. 

ーハ
v
e
A
e
F

入、、亡、

r
i
J
1
1
J↑

F
H
4
心
ザ

'
}
〕

L
J
〉
え

l
:
〉

:

E
モ
ー
タ
ー

-
1
u
I一司ワ
l
f
J
J
L
r
(

第

競
争
の
保
伴
に
従
ふ
と
き
の
、

供
給
曲
線
及
び
需

要
曲
線
が
興
へ
ら
れ
た
。

若
し
S
も
D
も
聞
な
る

競
争
者
の
地
位
に
甘
ん
や
る
な
ら
ば
、

此
の
雨
曲

線
の
交
鮎
(
第
五
固
の

P
)
に
於
て
均
衡
が
成
立
す

る
で
あ
ら
う
。
此
の
交
輸
が
輿
へ
る
債
格
が
均
衡
債
格
で
あ
り
、
数
量
が
均
衡
数
量
で
あ
る
。

の
債
格
及
び
数
量
は
ジ
ユ
タ
ツ
ケ
U
Y

ペ
Y
グ
に
依
っ
て

E
Z
2
2
E
一一
ET--、

と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

E
Z
C
2己
己

-zmコ
ぬ
円
こ

二
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。

然
し
乍
ら
、
S
も
D
も
か
亙
る
地
位
に
甘
や
る
理
由
は
な
い
。

第
一
の
場
合
。

(
シ
ユ
ダ
ツ
ケ
ル
ベ
ル
ゲ
の
所
調

D
が
π
を
指
令
し
、

S
が
こ
れ
を
受
容
す
る
場
合
。

需
要
支
配

zpnFpmw関与の
=
R
r
p
s

第
二
の
場
A
口。

S
が
π
ぞ
指
令
し
D
が
こ
れ
を
受
容
す
る
場
合
。

四

ヂ

」ー・

NP詑を批判された。 (r純限界生産力説J、経済論叢、ヲB二四二二)。
Vg1. Schneider; Bemerkuugen zu了 Grenl:produktiYitatsth.corie，Z 
IV. F王eft.5. SS. 616-621. 
此の問題の事読史的資展については、 Sch.neider ‘ R(~ine Theol'ie monopol日t日C
h.er Wirtsch.aft5formen， S. 72 ff. Stackelberg; I¥ilark tform， SS. 89-93を見よ。
D に於ける X の生産函教を x=<Þ(d); 費用函教を K=仇+πd とする。(~は

-~巴よ不努家用。)然るとき、 (VroMVP)=-d~'" XiT'(d); (1コlこ針する V ro MC)= 
απdl うFLである故に前節に似たる如〈、 Dro利潤t士、 dが (VのMV町=(Vの
MC)を満足する大きなるとき赦大である。然るに、司、内場合、官=constであ
るから、 (VVMC)=π 従ってい4)を満足ナる dが拠 bれたる債格I亡於で需要
せられる。
Hicks; Theory of monopoly， p. 17. Stackelberg ; M引 ktform，
では、とれが themanufacture's demand ~ch.edllle (~:呼ばれ、

f. No.， Dd. 

日.116. Bowley 
生産要素債絡=

18) 

3) 

2) 



異
っ
た
姑
に
均
衡
姑
は
成
立
す
る
。

供
給
支
配
。
〉
百
聞
の
ぎ
r
r
g
R
E
E
)
此
の
二
つ
の
場
合
に
は
、

第
五
闘
の

P
と
は

既
速
の
限
界
原
理
の
適
用
に
よ
っ
て
、

y
 

第
一
白
場
合
。
需
要
支
配
。
需
要
者
D

に
と
う
て
路
が
供
給
油
線
で
あ
る
。
こ
れ
土
り
、

D

に
と
っ
て
の
、

V

の
限
界
費
用
山
抽
慨
を
導
〈
こ
と
が
で

;
。
(
誌
に
D

と
っ
て
V

の
限
界
費
用
と
は
、
上
記
の
需
要
潤
市
議
会
如
〈
、

J
唱
を
意
味
す
る
O
)

第
五
闘
の
京
こ
れ
で
あ
る
o

然
る

に
、
需
要
澗
市
の
公
式
は
冨
A
E
H
冨門
U

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
今
の
場
合
、
需
要
者
D

に
と
っ
て
最
有
利
な
需
要
量
は
、
山
一
線
一
山
と
山
線
一
山
と
の
交
勅

ノ

1

1

7

R

O
縦
庖
標
仇
で
興
へ
ら
れ
る
。

v
o
一償栴
π
は、
h
U

と
併
給
曲
線
路
と
の
交
貼
を
川
町
と
す
れ
ば
、
M
K

に
定
宣
る
。

第
二
の
場
合
。
法
相
支
配
。
供
給
者
S

に
と
っ
て

m
が
需
要
内
線
、
印
ち
平
均
一
良
上
高
曲
線
で
あ
る
。
と
れ
よ
り
S
O
限
界
頁
上
高
曲
線
(
函
数

民
吋
よ
グ
ラ
フ
)
が
符
ら
札
る
。
第
五
闘

o
m
が
こ
れ
で
あ
る
。
供
給
濁
占
。
理
法
に
よ
っ
て
、
供
給
者
日
に
と
っ
て
、
限
界
費
用
と
限
界
貰
上
高

F

)

 

、
と
が
一
致
す
る
(
冨
何
日
冨
〔
一
)
如
昔
、
供
給
培
知
利
潤
白
州
大
を
興
へ
る
。
卸
ち
田
主
聞
と
の
交
鮎
E
Q
と
す
る
2
き、

Q
の
横
座
標
閉
が
日
曜
有
利
の

供
給
量
を
定
め
る
。
償
格
ぽ
、
山
と
需
要
附
線
m
と
り
交
粘
を

q
と
す
る
と
き
山
口
で
興
へ
ら
れ
る
。

ー
ヶ
苅
l
l
n
J
ド

r
勾
い
町
メ
足
立
す
J
J

い
だ
戸
、

可

f
F
ノ
V

九
d

I
〆

L

-

V

4

f

ル
&
刷
ι
J
t
ρ
K
M
H
勺
』

b

，
J
A
t
/
I
J
t
p

の
肯
定
設
を
叙
べ
よ
う
。
肯
定
訟
は
双
方
樹
占
と
し
て
第
一
の
供
給
支
配
の
場
合
を
考
へ
る
こ
と
じ
よ
っ
て
成
立

つ
。
そ
れ
は
、
第
二
の
場
合
の
需
要
支
配
の
但
定
炉
供
給
者
S
の
滴
占
的
地
位
の
偲
定
に
矛
盾
し
、
従
っ
て
双
方

濁
占
の
本
質
に
は
属
せ
ぬ
と
す
る
。
従
っ
て
双
方
濁
占
の
事
態
と
し
て
残
っ
た
第
一
の
場
合
、
郎
ち
供
給
支
配
が

-
C
1
A
L
L
D
Lリ
守
.
k
η
f卜
叩
羽

u

c

v

r

E

F

-

f

し
J
Fれ

M
Hト、
fJL
〆lu

一
y
k

い
忌
7

K

L

ょ
う
O

J
t
ニ

ィ

，

，

た
ゴ
配
り
町
、
J

J
d
l
(
f
{
 

理
解

3
れ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
、
需
要
者
D
は
生
産
財
V
の
債
格

π
い
か
定
ま
っ
て
始
め
て
、
生
産
物
X
の
債
格

p

ee指
令
し
得
る
の
で
あ
り
、
供
給
者
8
の
生
産
財
債
格
指
令
な
く
し
て
は
、

D
は
自
己
の
生
産
物
販
責
上
の
濁
占

的
地
位
を
利
用
し
得
ぬ
、
か
ら
で
あ
る
。

次
に
否
定
説
の
立
場
を
銑
べ
る
。

先
づ
肯
定
説
は
次
の
如
〈
批
剣
さ
れ
る
。

需
要
者
D
は、

V
の
需
要
側
の
唯

一
人
の
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、

皐
に
生
産
物
X
の
販
責
に
闘
し
て
の
み
な
ら
や
、
生
産
財
V
の
需
要
に
闘
し
で
も
濁

濁
占
に
つ
い
て

第
四
十
三
巻

五
八
七

H
第
四
披

一
三
五

限界買上高なる形をとる。彼に於ては生産隔数が筒翠の:!tx=vなる形を止っ
てゐるからである。 (Bilateralmonopolγ， Economic Journal， 1928， p. 665.) 
J王icks;ibid. St:.'l.ckelberg j a. a. O. -Bow leyの the0町~r schedLlle も巧言 π=(V
の生産に於ける限界費用)なる形をと""(ihid. p. 654.) 
Stackelberg; Ma.rktfdrm， S. 25. S. II6， 
Bowley， ihid， pp. 653-654. Stackelherg; S. 25・

4) 

5) 
6) 



狗
占
に
つ
い
て

第
四
十
一
一
一
巻

六

五
へ
八

第
四
披

肯
定
誌
は
此
の
需
要
者
D
の
需
要
濁
占
者
と
し
て
の
地
位
金
忘
れ
た
る
「
一
方
的
」
理
論
で

此
の
批
判
は
正
し
い
、
供
給
支
配
も
需
要
支
配
色
唯
偲
定
に
す
ぎ
や
、
双
方
猫
内
の
異
の
婆
で
は
な
い
o

'
|
|
供
給
支
配
は
供
給
者
S
に
左
っ
て
最
有
利
な
る
収
況
を
一
不
し
、
需
要
支
配
は
需
要
者
D
に
と
っ
て
最
も
有
利

な
名
航
況
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
乍
ら
、
供
給
支
配
は
需
要
者
D
が
、
叉
需
要
支
配
は
供
給
者
D
が
、
そ
の

濁
占
的
地
位
を
利
用
せ
ぬ
と
い
ふ
、
双
方
組
山
の
一
帯
宜
に
民
る
前
提
に
立
っ
て
ゐ
る
。
敢
に
双
方
澗
占
の
下
で
は
、

需
要
文
机
と
し
て
均
衡
が
成
立
す
る
こ
止
も
無
け
れ
ば
、
文
供
給
支
配
E
L

し
し
刊
し
均
衡
が
成
立
す
る
こ
と
も
無
い
。

俄
仁
、
例
へ
ば
需
要
支
配
と
し
て
均
衡
が
成
立
し
、
債
格
が
引
に
定
ま
っ
た
に
し
て
も
、
供
給
調
占
者

t
し
て
の

の
S
の
利
益
は
、
こ
れ
以
上
の
債
格
を
指
令
す
る
こ
と
を
S
に
命
や
る
で
あ
ら
う
。
然
も
需
要
者
D
は
、
取
引
鍛

量
九
山
に
於
て
は
、
如
以
下
の
債
格
は
、
(
受
き
と
へ
き
必
然
性
は
な
い
に
し
て
も
)
、
受
容
す
る
こ
と
は
で
き
石
。
従
っ
て
此

の
需
要
支
配
の
均
衡
は
ま
こ
と
の
双
方
摘
出
の
均
衡
で
は
な
い
。
供
給
支
配
の
均
衡
に
闘
し
で
も
、
会
く
同
様
で

あ
る
。
此
の
号
合
に
は
、
需
要
者
は
利
益
貫
一
担
の
免
仇
よ
り
も
よ
り
低
き
慎
一
格
を
指
令
す
る
で
め
ら
う
。

一
般
に
如
何
な
る
大
き
に
取
引
数
量
が
定
ま
っ
た
と
し
て
も
、

D
は
債
格
引
下
げ
た
利
益
と
し
、

S
は
債
格
釣

上
げ
金
利
益
、
と
す
る
以
上
、
そ
の
取
引
数
量
に
臆
?
る
安
定
し
た
債
格
は
あ
り
符
な
い
。
即
ち
、
双
方
調
占
の
下

に
於
て
は
、
如
何
な
る
均
衡
も
成
立
し
難
い
の
で
め
る
。

此
の
こ
と
を
他
の
方
問
よ
り
紋
べ
よ
う
。
低
迷
の
如
〈
、
第
五
闘
の
需
要
曲
線
D
立
、
需
要
者
D
が
競
害
者
と
し
て
行
動
す
る
と
き
の
そ
れ
で
あ
っ

D

l

 

て
D
が
需
要
濁
占
者
と
し
て
取
る
態
度
を
一
訴
す
も
の
で
は
な
い
。
一
般
に
、
需
要
溺
占
者
は
債
格
(
又
は
数
量
)
の
決
者
者
あ
る
か
ら
、
一
定
の
債
格
が

奥
へ
ら
れ
た
場
合
彼
は
如
何
程
需
要
ナ
る
そ
を
考
へ
る
こ
と
は
志
一
味
が
無
い
。
供
給
曲
線
W
に
つ
い
て
も
、
供
給
調
占
者
自
の
立
場
よ
P
、
今
、
同

様
の
こ
止
が
云
は
れ
る
。
然
る
に
、
既
に
論
ビ
た
如
〈
、
需
要
獅
占
者
の
指
令
は
供
給
曲
線
が
所
奥
な
る
こ
と
を
前
提
し
、
供
給
調
占
者
の
指
令
は
需

要
曲
線
が
所
輿
な
る
と
と
を
前
提
し
て
矧
定
ナ
る
。
今
の
場
合
の
問
題
解
決
の
図
難
は
こ
こ
に
由
来
す
る
e

め占
る9，的
。t也
イ立
を
有
す
る

Stackelbergの保件 (Marktform，S. II7.方程式番拡 (V，15) も寅質的には同
ーである。彼は、 MVPが遜械的であり、 Sにとっ寸限界費用が遮暫的である
と止かム、 o.ごくNorm3lmenge;Rr>Normf.l.lpreif>なることを明かにした。
Wick 珂 I1 ~ Mat}Lematische N:l t i.om~lökonomie ， Ar配'chi討v' fi札白ir 50日 a乱al吐lwis凶s世叩e目叩n即lSCh.主U刊.1吋t
und S。目aρlpoliti怯kζ，Bd. 58， 1927--S. 276. Schneider; H，ejine，:!，h~orie， ~~. 77'-78 
Bowley; ibid， p. 651. Hick邑 iLid，P・18.St<lckelberg; j NIarktfo口n.，SS.91'-92. 
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